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一
　
法
人
文
書
の
選
別
・
移
管
作
業
及
び
簿
外
文
書
の
受
入
れ

　

今
年
度
は
、
平
成
二
六
年
四
月
に
財
務
・
総
務
室
総
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
法
人
文

書
管
理
業
務
を
引
き
継
い
で
か
ら
二
年
目
を
迎
え
、
年
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
一

通
り
こ
な
し
、
よ
う
や
く
業
務
の
流
れ
を
つ
か
み
か
け
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

業
務
の
柱
の
一
つ
で
あ
る
法
人
文
書
の
選
別
・
移
管
作
業
に
お
い
て
は
、
昨
年

同
様
、
対
象
と
な
っ
た
全
て
の
部
局
等
に
お
い
て
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
公
文
書
室
は
、
実
質
、
常
勤
一
及
び
非
常
勤
一
と
い
う
体
制
で
運
営
し
て
い

る
。
非
常
勤
職
員
は
、
昨
年
度
総
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
文
書
館
へ
異
動
し
、
フ
ル
タ

イ
ム
勤
務
に
て
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
管
理
を
中
心
と
す
る
法
人
文
書
管
理
関

係
業
務
に
専
従
し
て
い
る
。
選
別
・
移
管
作
業
に
つ
い
て
女
性
二
名
な
い
し
一
名

で
の
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
は
、
業
務
の
効
率
化
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
の

表
れ
と
捉
え
て
い
る
。

　

作
業
は
、
例
年
通
り
九
、一
〇
月
に
集
中
し
て
実
施
し
、
夏
期
休
業
期
間
中
の

九
月
に
各
部
局
等
を
、
一
〇
月
に
法
人
本
部
の
業
務
組
織
を
訪
問
す
る
日
程
と
し

た
。
例
年
の
作
業
に
お
い
て
は
比
較
的
好
天
に
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
昨
年
度
、
今

年
度
と
も
雨
天
が
多
か
っ
た
こ
と
は
予
想
外
の
事
態
で
あ
っ
た
。
移
管
文
書
の
文

書
館
へ
の
運
搬
に
は
公
用
車
を
使
用
す
る
も
の
の
、
搬
入
時
に
屋
根
の
な
い
空
間

が
で
き
て
し
ま
う
た
め
ち
ょ
っ
と
し
た
悩
み
と
な
っ
て
い
る
。
資
料
の
搬
入
に
あ

た
っ
て
は
湿
度
の
低
い
晴
れ
の
日
が
望
ま
し
く
、
こ
の
こ
と
は
法
人
文
書
に
限
ら

ず
個
人
文
書
等
の
場
合
も
同
様
で
あ
り
、
現
状
で
は
天
気
次
第
と
い
う
の
が
実
情

で
あ
る
。
こ
の
件
は
、
も
と
も
と
の
施
設
の
造
り
に
由
来
す
る
問
題
で
あ
り
、
改

善
策
と
し
て
昨
年
度
に
引
き
続
き
玄
関
の
庇
の
延
長
を
営
繕
工
事
要
求
の
機
会
を

捉
え
て
申
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

昨
年
六
月
の
業
務
組
織
改
編
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
管
財
グ
ル
ー
プ
の
フ
ァ
イ
ル

三
八
五
点
に
つ
い
て
通
常
の
選
別
・
移
管
作
業
時
以
外
の
廃
棄
簿
外
の
文
書
、
通

称
「
簿
外
文
書
」
と
し
て
移
管
受
入
れ
を
実
施
し
た
。
今
年
度
も
、
財
務
・
総
務

室
総
務
グ
ル
ー
プ
が
所
管
す
る
学
校
基
本
調
査
関
係
フ
ァ
イ
ル
、
部
局
長
会
議
議

事
録
、
事
務
連
絡
会
議
議
事
録
ほ
か
一
六
一
点
に
つ
い
て
、
簿
外
文
書
と
し
て
の

受
入
れ
を
実
施
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
本
学
の
運
営
を
跡
づ
け
る
基
礎
的
な
も
の
で
あ
り
、

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
が
永
久
に
保
存
管
理
す
べ
き
重
要
文
書
と
し
て
満
了
後
の
措
置
が
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移
管
と
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
フ
ァ
イ
ル
の
中
に
は
、
保
存
期
間
満
了
前
の

も
の
も
一
部
含
ま
れ
る
が
、
満
了
前
移
管
は
広
島
大
学
法
人
文
書
の
分
類
、
保
存
、

重
要
度
、
移
管
及
び
廃
棄
等
に
関
す
る
細
則
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
移
管

受
入
れ
先
と
し
て
文
書
館
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
作
成
か
ら
移
管
・

廃
棄
ま
で
の
文
書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
に
わ
た
る
管
理
を
担
う
機
関
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
と
し
て
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
。

　

今
年
度
の
移
管
受
入
れ
文
書
の
目
録
作
成
件
数
は
、
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
昨

年
は
、
旧
管
財
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
簿
外
移
管
の
分
を
除
く
と
四
六
二
件
で
、
一
昨

年
度
の
四
八
三
件
よ
り
も
減
少
し
て
お
り
、
今
年
度
は
三
二
二
件
と
さ
ら
に
減
少

し
た
数
値
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
移
管
文
書
の
絞
り
込
み
を
図
っ
て
い
る
こ

と
に
よ
る
。

　

公
文
書
室
の
書
庫
ス
ペ
ー
ス
は
、
平
成
二
二
年
度
の
公
文
書
分
室
の
設
置
に
よ

は
決
し
て
な
く
、
移
管
の
道
筋
が
確
保
さ
れ
て
い
る
中
で
、
将
来
の
利
活
用
を
視

野
に
入
れ
た
移
管
文
書
の
質
の
向
上
を
図
り
た
い
た
め
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

　

今
年
度
、
法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
管
理
に
お
け
る
新
た
な
問
題
点
に
つ
い
て

は
、
本
号
掲
載
の
拙
稿
「
広
島
大
学
文
書
館
に
お
け
る
法
人
文
書
管
理
の
現
状
と

課
題
」
に
お
い
て
報
告
し
た
。
本
学
の
法
人
文
書
管
理
業
務
を
支
え
る
法
人
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
は
、
過
年
度
に
作
成
さ
れ
た
法
人
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
つ
い
て
は
一

般
ユ
ー
ザ
ー
に
よ
る
更
新
が
出
来
な
く
な
る
た
め
、
デ
ー
タ
の
書
き
換
え
に
は
管

理
者
権
限
を
有
す
る
文
書
館
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
フ
ァ
イ
ル
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
等

を
経
由
す
る
煩
雑
な
作
業
を
伴
う
こ
と
や
、
シ
ス
テ
ム
導
入
以
前
の
法
人
文
書

フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
つ
い
て
は
エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
で
の
管
理
が
続
い
て
お
り
、

最
新
の
管
理
簿
を
作
成
す
る
際
に
は
デ
ー
タ
統
合
を
要
す
る
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
と

は
い
い
な
が
ら
意
外
に
手
間
が
か
か
る
と
い
う
事
情
を
抱
え
て
い
る
。
法
人
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、 

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
範
囲
内
で
使
い
勝
手
の
向
上
を
図

る
た
め
の
改
修
を
重
ね
て
き
た
が
、
人
的
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
な
げ
る
た
め
に

も
、
応
分
の
費
用
負
担
は
や
む
を
得
な
い
段
階
に
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。

二
　�

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
等
に
関
す
る
内
規
及
び
利
用
等
規
則

の
改
正

　

昨
年
度
末
、
広
島
大
学
文
書
館
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
等
に
関
す
る
内
規

の
改
正
を
行
い
、 
今
年
度
か
ら
施
行
し
て
い
る
。
内
規
の
改
正
は
、 

平
成
二
三
年
四

り
増
強
が
図
ら
れ
た
も
の
の
、
簿
外
文
書
の
受
入
れ

等
に
よ
り
当
初
見
込
み
よ
り
早
い
ペ
ー
ス
で
使
用
箇

所
が
拡
大
し
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
移
管
文
書
を
限

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
ま

た
、
い
わ
ゆ
る
現
用
文
書
の
管
理
を
担
う
組
織
と

な
っ
た
こ
と
で
、
保
存
す
べ
き
文
書
を
判
断
す
る
際

に
本
学
の
作
成
文
書
全
体
を
横
断
的
に
考
慮
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
も
、
積
極
的
な
絞
り
込
み

を
可
能
と
す
る
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
本
学
に
お
け

る
移
管
文
書
の
点
数
は
、
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
移

管
の
実
績
が
下
が
っ
た
と
い
う
結
果
を
示
す
も
の
で

法人本部 233
法人本部（簿外） 161
部局等 89

計 483

表１　平成27年度移管文書目録作成件数

� （平成27年12月末現在）
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月
の
制
定
以
来
初
め
て
行
う
も
の
で
あ
り
、
文
書
館
閲
覧
室
利
用
申
込
書
の
様
式

に
つ
い
て
記
載
欄
を
簡
略
化
し
、不
要
な
個
人
情
報
の
収
集
を
廃
止
す
る
こ
と
や
、

利
用
請
求
権
に
よ
ら
な
い
簡
便
な
利
用
方
法
に
対
応
す
る
規
程
を
設
け
る
た
め
に

実
施
し
た
。
改
正
に
よ
り
、
平
成
二
七
年
度
の
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
状
況

報
告
に
お
い
て
は
、 
簡
便
な
利
用
に
よ
る
件
数
を
計
上
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

広
島
大
学
文
書
館
は
、
平
成
二
三
年
四
月
の
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律

施
行
に
伴
い
、
同
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
「
国
立
公
文
書
館
等
」

の
指
定
を
受
け
、
以
来
毎
年
の
保
存
及
び
利
用
等
に
関
す
る
状
況
報
告
等
、
国
立

公
文
書
館
等
に
係
る
業
務
を
行
っ
て
き
た
。
昨
年
度
か
ら
は
、
法
人
文
書
の
管
理

に
関
す
る
状
況
報
告
に
つ
い
て
も
、
総
務
グ
ル
ー
プ
か
ら
業
務
を
引
き
継
い
で
実

施
し
て
お
り
、
保
存
期
間
満
了
前
と
満
了
後
の
文
書
管
理
に
つ
い
て
の
報
告
を
両

方
と
も
担
当
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
く
業
務
の
う
ち
、
今
年
度
は
一
二
月
末
に
内

閣
府
大
臣
官
房
公
文
書
管
理
課
よ
り
利
用
等
規
則
改
正
に
係
る
作
業
依
頼
が
発
出

さ
れ
、
平
成
二
八
年
四
月
一
日
付
の
改
正
に
向
け
て
現
在
作
業
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
今
回
の
規
則
改
正
は
、
行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
五
年
法
律
第
二
七
号
）

及
び
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
六
年
法
律
第
六
八
号
）
の
施
行
に
伴
う
特
定
歴

史
公
文
書
等
の
保
存
・
利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
成
二
三
年

四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を

行
う
こ
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
規
則
改
正
は
、
広
島
大
学
文
書
館
特
定
歴
史

公
文
書
等
利
用
等
規
則
の
改
正
と
し
て
平
成
二
四
年
度
中
に
三
回
実
施
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
、
今
回
が
四
回
目
と
な
る
。

　

今
回
の
規
則
改
正
で
は
、対
照
表
等
の
必
要
書
類
を
文
書
館
に
お
い
て
作
成
し
、

総
務
グ
ル
ー
プ
法
規
担
当
と
改
正
案
を
含
め
た
確
認
作
業
を
重
ね
、
公
文
書
管
理

課
宛
改
正
案
の
下
案
と
し
て
提
出
し
た
。
前
回
ま
で
の
改
正
で
は
、
特
定
歴
史
公

文
書
等
利
用
等
規
則
の
改
正
が
学
長
決
裁
を
要
し
、
規
則
改
正
に
伴
う
公
文
書
管

理
委
員
会
へ
の
協
議
に
つ
い
て
も
学
長
名
で
依
頼
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
等
に

よ
り
、
総
務
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
公
文
書
管
理
課
と
の
折
衝
や
公
文
書
の
送
付
等

も
含
め
て
作
業
を
行
い
、
文
書
館
は
作
業
依
頼
の
メ
ー
ル
を
受
け
て
改
正
案
の
下

案
を
作
成
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
総
務
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
仰
ぎ
つ
つ
、
公
文
書
管
理

課
か
ら
の
照
会
に
つ
い
て
も
文
書
館
が
対
応
し
、
可
能
な
限
り
窓
口
の
一
本
化
に

努
め
業
務
の
集
約
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
、
改
正
案
に
つ
い
て
本
学
か
ら
協

議
を
求
め
る
公
文
書
を
送
付
し
、
公
文
書
管
理
委
員
会
に
お
け
る
諮
問
及
び
答
申

を
経
た
後
、 

内
閣
総
理
大
臣
の
同
意
を
得
て
規
則
改
正
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

規
則
の
改
正
と
併
せ
て
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
等
に
関
す
る
内
規
の
改

正
も
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
改
正
点
は
、
利
用
通
知
書
等
の
様
式
に
お
け
る
「
異

議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
、
審
査
請
求
の
期
間
を
拡
張
す
る
等
の
箇

所
で
あ
る
。
内
規
の
改
正
は
、
昨
年
度
末
に
続
く
も
の
で
、
年
度
末
に
開
催
さ
れ

る
文
書
館
運
営
委
員
会
に
お
い
て
承
認
を
得
る
べ
く
、
四
月
一
日
の
施
行
に
向
け

て
目
下
作
業
を
進
め
て
い
る
。

三
　
広
島
大
学
公
文
書
管
理
研
修
（
基
礎
編
）
の
開
催

　

今
年
度
は
、
懸
案
で
あ
っ
た
文
書
管
理
に
関
す
る
学
内
向
け
の
基
礎
的
な
研
修
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を
初
め
て
開
催
し
た
。
研
修
は
、「
広
島
大
学
公
文
書
管
理
研
修
（
基
礎
編
）」
と

題
し
、
七
月
二
八
日
に
本
学
法
人
本
部
棟
二
Ｆ
会
議
室
に
お
い
て
四
五
名
の
参
加

者
を
得
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
ま
で
平
成
二
三
、
二
四
、
二
六
年
度
の
三
回
に
わ
た
り
開
催
し
て
き
た
中

国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
法
人
等
公
文
書
管
理
研
修
及
び
広
島
大
学
公
文
書
管
理

研
修
で
は
、
総
務
省
よ
り
講
師
を
招
聘
し
公
文
書
管
理
法
や
情
報
公
開
法
、
個
人

情
報
保
護
法
に
関
す
る
専
門
的
か
つ
最
新
の
知
見
を
ふ
ま
え
た
講
義
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
各
機
関
の
状
況
や
共
通
す

る
問
題
を
把
握
し
、
文
書
管
理
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
す
べ
く
情
報

交
換
を
行
う
メ
ニ
ュ
ー
と
し
た
。
こ
れ
は
、
研
修
の
対
象
者
を
各
機
関
に
お
け
る

文
書
管
理
者
・
文
書
管
理
担
当
者
レ
ベ
ル
と
設
定
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
参

加
者
が
よ
り
実
践
的
な
内
容
を
求
め
る
切
実
な
事
情
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
に
よ
る
。

　

研
修
の
成
果
を
着
実
な
も
の
と
す
る
た
め
、
受
講
者
に
は
レ
ポ
ー
ト
提
出
を
課

し
た
ほ
か
、
事
前
質
問
に
対
す
る
回
答
集
を
作
成
し
、
レ
ポ
ー
ト
や
ア
ン
ケ
ー
ト

等
も
含
め
て
報
告
書
と
し
て
ま
と
め
た
。
本
研
修
は
、
当
初
国
立
大
学
協
会
の
研

修
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
平
成
二
六
年
度
よ
り
広
島
大
学
の

主
催
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
こ
う
し
た
対
応
が

可
能
と
な
っ
た
の
も
、
総
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
多
大
の
協
力
を
い
た
だ
い
た
お
陰
で

あ
る
。

　

今
回
は
、
本
学
の
文
書
管
理
の
状
況
に
特
化
し
た
内
容
を
心
が
け
、
で
き
る
だ

け
参
加
し
や
す
い
形
を
目
指
し
て
計
画
を
立
案
し
た
。
参
加
対
象
者
は
、
本
学
の

法
人
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
文
書
の
作
成
を
行
う
者
及
び
文
書
管
理
に
関
心

の
あ
る
者
と
し
、
常
勤
か
非
常
勤
か
を
問
わ
ず
文
書
管
理
に
つ
い
て
そ
れ
ほ
ど
詳

し
く
な
い
と
い
う
人
も
含
む
職
員
全
般
を
対
象
と
し
て
設
定
し
た
。こ
の
こ
と
は
、

対
象
が
絞
り
難
い
こ
と
の
裏
返
し
で
も
あ
り
、
初
発
の
時
点
で
こ
う
し
た
設
定
で

あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
申
込
者
の
像
が
つ
か
め
ず
講
義
の
内
容
を
は
じ
め
会
場
の
予

約
等
あ
ら
ゆ
る
面
で
対
応
が
遅
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
初
め
て
の
企
画
だ
け
に
ど

の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
予
測
が
つ
か
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
っ
た
が
、
会

場
の
収
容
人
数
一
杯
の
参
加
者
を
得
て 

― 

実
は
ギ
リ
ギ
リ
で
あ
っ
た
が 

― 

何
と
か
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

本
研
修
で
は
、
中
・
四
国
の
文
書
管
理
者
向
け
の
研
修
の
場
合
と
同
様
、
申
込

時
に
事
前
質
問
を
募
り
、
Ｑ
＆
Ａ
を
作
成
し
研
修
当
日
の
配
布
資
料
と
し
た
。
事

前
の
質
問
に
は
、「
法
人
文
書
と
し
て
管
理
の
対
象
と
な
る
の
は
ど
の
よ
う
な
文

書
か
。
ま
た
、
管
理
の
対
象
と
な
ら
な
い
文
書
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
を
問
う

も
の
や
、
文
書
の
作
成
、
整
理
、
保
存
、
移
管
・
廃
棄
と
い
う
公
文
書
管
理
法
に

も
説
か
れ
る
内
容
に
つ
い
て
、起
案
文
書
を
作
成
す
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
、

文
書
番
号
を
取
得
す
る
、
し
な
い
の
基
準
を
知
り
た
い
等
、
日
常
の
文
書
管
理
の

場
で
生
じ
る
疑
問
に
つ
い
て
す
ぐ
に
役
立
つ
具
体
的
な
回
答
を
求
め
る
も
の
が
目

立
っ
た
。
こ
う
し
た
質
問
に
対
し
て
は
、
法
の
逐
条
解
説
的
な
回
答
は
ほ
と
ん
ど

意
味
を
な
さ
ず
、
業
務
の
内
容
や
質
問
者
の
属
性
に
依
る
部
分
が
大
き
い
と
思
わ

れ
る
た
め
、
汎
用
性
の
あ
る
回
答
を
作
成
す
る
の
は
非
常
に
難
し
い
と
感
じ
て
い

る
。
文
書
の
作
成
と
い
う
極
め
て
基
本
的
な
業
務
に
関
す
る
疑
問
は
、
本
来
な
ら

新
人
時
代
か
ら
の
積
み
重
ね
に
よ
る
経
験
値
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
解
決
し
得
る
と

考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
機
会
も
余
裕
も
な
い
状
況
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ

る
と
い
え
る
。
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今
回
、
回
答
を
作
成
す
る
上
で
た
い
へ
ん
有
用
で
あ
っ
た
の
が
、
本
学
の
全
学

情
報
共
有
基
盤
シ
ス
テ
ム
の
研
修
ポ
ー
タ
ル
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
執
務
の
手

引
き
」
で
あ
る
。「
執
務
の
手
引
き
」
は
、「
主
に
本
学
に
新
た
に
採
用
さ
れ
た
職

員
を
対
象
と
し
て
、「
職
員
と
し
て
の
心
構
え
、
大
学
の
沿
革
・
組
織
、
法
人
文

書
の
扱
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
等
」
業
務
上
知
っ
て
お
く
べ
き
基
礎
知
識
を
集
約

し
提
供
す
る
も
の
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
り
、
少
な
く
と
も

法
人
化
前
ま
で
は
冊
子
体
が
作
成
・
配
布
さ
れ
、
歴
代
の
総
務
担
当
や
人
事
担
当

に
よ
っ
て
修
正
が
加
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
研
修
参
加
者
か
ら
は
、
そ
の

存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
文
書
管
理
が

法
人
文
書
管
理
規
則
や
細
則
、
要
領
等
に
基
づ
き
行
わ
れ
、
そ
の
大
本
に
は
公
文

書
管
理
法
が
位
置
す
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
す
る
感
覚
と
、
ど
こ
か
類
似
の

話
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
で
あ
る
。

　

研
修
メ
ニ
ュ
ー
は
、文
書
館
長
の
講
義
「
法
人
文
書
管
理
の
基
礎
」
に
お
い
て
、

な
ぜ
文
書
管
理
が
必
要
か
、
国
立
大
学
法
人
に
お
け
る
文
書
管
理
は
如
何
に
あ
る

べ
き
か
と
い
う
、
文
書
管
理
の
大
前
提
と
も
い
う
べ
き
内
容
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
た
も
の
と
、 

公
文
書
室
長
に
よ
る 

「
文
書
館
機
能
を
活
用
し
た
文
書
管
理
」 

に

お
い
て
、 

法
人
文
書
の
選
別
・
移
管
作
業
を
画
像
入
り
で
解
説
し
つ
つ
法
人
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
文
書
管
理
に
つ
い
て
基
本
的
な
事
項
を
説
明
す
る
内
容

と
の
二
本
立
て
と
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
は
、
全
体
像
及
び
具
体
の
両
方

が
含
ま
れ
て
い
た
よ
い
研
修
で
あ
っ
た
、
法
律
及
び
移
管
・
廃
棄
ま
で
の
全
体
の

流
れ
等
の
基
本
的
な
事
と
、 

学
内
シ
ス
テ
ム
の
使
い
方
を
学
ぶ
事
が
出
来
た
の
で
、

今
後
に
生
か
せ
そ
う
、
日
々
の
業
務
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
文
書
管
理
の
重
要

性
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
等
、
研
修
を
提
供
す
る
側
と
し
て
も
今
後
の
励
み
に
な

開催日 研修の概要 会場 参加者数

H27.4.2 平成27年度広島大学新
採用教職員研修

「広島大学の歴史～建学の精神
を考える～」（小池聖一）

中央図書館
ライブラリー
ホール

114名
（教員73、
職員等41）

H27.4.9 平成27年度広島大学新
採用職員基礎研修

「広島大学の歴史－初代学長・
森戸辰男を中心に－」
� （小池聖一）

法人本部棟
４Ｆ会議室 12名

H27.4.23 平成27年度広島大学新
採用職員基礎研修

「国立大学法人にとっての公文
書管理」（小池聖一）

法人本部棟
４Ｆ会議室 12名

H27.7.28 平成27年度広島大学公
文書管理研修（基礎編）

「法人文書管理の基礎」（小池
聖一）、「文書館機能を活用した
文書管理」（村上淳子）

法人本部棟
２Ｆ会議室 45名

H27.10.1 平成27年度広島大学新
採用教職員研修（10月）

「広島大学の歴史～建学の精神
を考える～」（小池聖一）

法人本部棟
４Ｆ会議室

89名
（教員37、
職員等52）

H27.10.6

東京学芸大学大学史資
料室主催国内シンポジ
ウム「国立大学法人に
おける学校教育アーカ
イブズの課題と展望」

「国立大学における学校アーカ
イブズの可能性と課題－広島大
学を事例として－」（小池聖一）

東京学芸大学
Ｎ410教室 45名

表２　平成27年度における研修の実施状況

� （平成27年12月末現在）



広島大学文書館紀要　第18号（2016年）

― 83―

る
よ
う
な
非
常
に
好
意
的
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
中
に
は
、
専
門
用
語
が
難
し
か
っ
た
、
話
が
大
き
す
ぎ
る
と
い
う
声
も
あ
り
、

恐
ら
く
公
文
書
管
理
法
等
の
法
律
が
日
常
の
業
務
と
は
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
感

じ
て
い
る
人
も
い
る
と
思
わ
れ
、
更
な
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
初
め
て
の
試
み
と
な
っ
た
基
礎
編
の
研
修
に
お
い
て
は
、
常
に
基
本
に
立

ち
返
り
規
則
や
細
則
、
手
引
き
類
を
参
照
し
つ
つ
、
繰
り
返
し
文
書
管
理
の
重
要

性
を
訴
え
て
い
く
働
き
か
け
が
肝
要
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
文
書
館

が
提
供
す
る
内
容
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
の
操
作
方
法
の
説
明
の
み
に
終
始
す
る
の

で
は
な
く
、
日
々
の
文
書
管
理
が
将
来
の
仕
事
、
未
来
に
直
結
し
、
社
会
の
根
幹

を
支
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
念
を
説
く
も
の
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

四
　
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
取
組
み

　

今
年
度
簿
外
文
書
と
し
て
総
務
グ
ル
ー
プ
よ
り
受
入
れ
た
フ
ァ
イ
ル
の
中
に

は
、
昭
和
二
四
年
の
本
学
開
学
時
の
も
の
が
含
ま
れ
、
特
に
わ
ら
半
紙
を
使
用
し

た
も
の
に
つ
い
て
劣
化
が
著
し
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
今
後
、
酸
性
紙
を
使
用
し

た
資
料
の
劣
化
が
進
み
、
紙
力
の
低
下
に
よ
る
破
損
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
た
資
料
の
劣
化
と
い
う
問
題
に
対
し
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、

利
用
及
び
廃
棄
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
早
い
段
階
で
複
製
物
を

作
成
し
、
保
存
と
利
用
の
両
立
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
、
作
成

に
あ
た
っ
て
は
予
想
さ
れ
る
利
用
頻
度
や
予
算
規
模
を
踏
ま
え
つ
つ
、
あ
ら
か
じ

め
計
画
を
定
め
た
上
で
複
製
物
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い

る
。
今
年
度
は
、
大
学
史
資
料
室
が
所
管
す
る
所
蔵
資
料
の
修
復
計
画
の
一
部
を

公
文
書
室
に
振
り
向
け
、
ま
ず
は
現
状
を
記
録
す
る
こ
と
で
今
後
の
劣
化
へ
の
対

策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
規
定
に
沿
っ
て
資
料
保
存
に
努
め
た
い
と
い
う
希
望
は
あ
る

も
の
の
、
費
用
の
確
保
が
難
し
く
、
予
算
措
置
が
伴
わ
な
い
中
で
要
求
事
項
の
み

肥
大
化
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
等
に
よ
り
国

民
が
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
触
れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
、
と

さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
予
算
の
手
当
が
な
い
中
で
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
恒
久
的
に
作
成
で
き

る
わ
け
で
は
な
く
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
は
、デ
ー

タ
を
加
工
す
る
等
の
対
応
も
求
め
ら
れ
当
然
費
用
が
伴
う
も
の
で
あ
る
以
上
、
複

製
物
の
作
成
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
開
の
促
進
を
付
随
さ
せ
る
こ
と
に
は

や
や
疑
問
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
財
源
の
確
保
が
難
し
い
機
関
と
し
て
は
、

こ
の
二
つ
を
峻
別
し
て
体
力
に
応
じ
て
段
階
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

公
文
書
室
の
業
務
は
、
昨
年
来
新
た
に
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
も
多
く
、
当
面

手
探
り
の
対
応
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
も
、
現
用
・
非
現
用
を
横
断
す
る

文
書
管
理
と
い
う
課
題
に
お
い
て
、
移
管
受
入
れ
後
の
目
録
作
成
ま
で
含
め
た
サ

イ
ク
ル
の
な
か
で
更
な
る
効
率
化
を
図
り
、
本
学
の
文
書
管
理
の
質
の
向
上
に
資

す
る
組
織
と
し
て
の
活
動
を
推
進
し
た
い
。

　

な
お
、
今
年
度
の
内
部
監
査
に
つ
い
て
は
、
二
月
中
の
実
施
予
定
の
た
め
、
次

年
度
の
業
務
報
告
に
お
い
て
概
要
を
報
告
し
た
い
。

�

（
む
ら
か
み
　
じ
ゅ
ん
こ
・
広
島
大
学
文
書
館
）




